
大分懸の植物地理上注意すべき事項

1. 暖他性積物分布
大分県南部に於[ する暖地位植物

団代善太郎

ヅラなどの草木発達す。モクタチパナ、イハガネ、ヒ
ゼシマユミあり、スナゴセク亦多し。附近の横島には

此地方は佐賀関以南日向国境に至る沿海の地で日l苛| 、ヒゼシマユミ、間越にはキキヤクラシ、キ y ギシナ
南部につぐ暖地で島瞬、仰角、港湾多く人為の鼓損及| スピ、ハマオモー多く北面の司捕にはクパメガν、モ
ばざる処あるを以て注意すべき陵地位植物がよく保存| チノキよく発育し、ホクライカヅラ大木あり。大島に
せられて居る。特に僻僚の地に存する討議に於て保| はアゴクの大樹あるを以て知らる〈周囲 2丈以上のも

木京や草木が混在して種類に富み、普ながらの形態を| の大木やナシパシキプν多くノアチガホを広〈産す。
備へいて海岸称套には大木や草木がよく発達して趣味| 佐伯湾の北部を限る蒲戸半島にも可なりの特色あり
ある処である。なお此地方に於ける代表的山林を諸所| ナギ、ヲガタマノキ、可なりに多〈、クパメガν、マ
に見るは幸なりというべきである。即ち日向国境に近| チキの周囲 I米以上のもの多し、アヲギムセシダツ
き蒲江地方に於ては海琉と積物との関係を如実に示す| は数百を以て数ふる種なり。 νマクロギ相当多し、ク
ものあり、されど英考察は総体を通観し之に各個の島| ワクワツガユの大木ありてトキハカモメヅノレ多し、ポ
の特徴を合せて知るを得べし。浮グ占島には殆んどす| クラッ、マツパラシ亦多し、イプキピヤタνyは鶴見
べての種類が保存せらる。しかも樋物の変遷は時々刻| 岬と共に多し。津久見島にも種々なる代表縞物あり分
々に行はる、失はれたるもあれば地形の変位に伴ふて| 布の限界をなす。セクペ y ノキ、ヒゼシマユミ、モク
不明となりたるもある。翻主鵡に於けるグシパイヒ| タテパナ〈多〉トキハガキあり、ハドノキ多く周闇 1
Jレガホが、道路工事のために絶滅に帰したる高島に於| 米に及ぶものあり。ヲガタマノキ点在、 νユロ、スナ
ける特別工事のためにピロク、ミヤヨジマツヅラフヂ| ゴセ夕、キノクニスグ、オホイハヒトデ、ハカマカヅ
等の変化の如きは共著例である。今に於て十分読査を| ラ、クワクワツガユ、 νタキチクあり。
遂げると共に保存に充分務めたきものと思う。それは| 保戸島にてモクタチパナあるがめだっ。無お島にて
さておき今溝江より注意すべき縞物の産地を一巡して| モクタチパナ、スナゴセクあり、種類少きは艶損を受
みん。 1 けたるが為めならん。
蒲江の南方名護屋にもハマナツメという剰の多い珍| 佐賀関は豊予海脚祖区の北端にして、分布上北限を
寄な槌物がある。蒲江では王子神社をまもりて海岸一| なすものにアカク、ジマクロギ、オホムラサキνキ
穏にスナゴセクという多肉のめづらしま草木あり津久| プ、モクタチパナ、ハマピノ¥ ハマキイチゴ、ハマヒ
見町字竪浦にもあり此穫を本土に産するは対国南部を| サカキ、ピロクドカデイデゴ、タマνダ、ポタ Y ポク
除いては珍らしいことでキノクニスグ亦多し。 1 フ夕、メジロホホヅキ、キ y ギンナスビ等V マνヤリ
王子神干:f:II付近のνマクロギの大樹は珍重すべきもの 1:/パイ、ハマピハ、サツマスグ、ノνラシ、ツルツパ
なり。沖合の深島にはピロ夕、モクタテパナ、セヲベ| 等諾遼す。
y ノキ、ヒゼシマユミ、カク V ククヤク、ナ V カヅ| 次になお時に陵地位組物の此段階に於て注意すべき
ラ、ホクライカヅラ、サカキカヅラ、クワクワツガユ| 種類につき之を述ぷべし C後記の表参照〉
〈大木〉 トキハカモメヅノレ、アヲノクマタケラ Y 、モ| 第 1に此段階に止まる目標値物として大切なるピロ
ロコνサ夕、キキヤクラン、スナゴセク、ヒグスグ、 | クは既に諸処に失はれて僅に黒島に群落を留むるに過
νホカゼテγ ツキの如き、此地方の代表的援地位植物| まざるは前述せる処なるが、北限産地高島にてなお 1
が保存せられている。鶴見仰にてイプキピヤクνy、 1  ; 本を止むる由〈大正11年には23木ありしと思う〉へヅ
モクタチノサあり、九千l'体土に之を産する北限は佐関| カニガキ. ヒゼ y マユミ、セワベ y ノキ、イヘガネ、
なり、アヲギムナギ点在しアプラギリの自生明瞭 lカクV ククヤク、 νマイヅセ y 日ヤ夕、フヂクツギ、
〈清原義太郎氏に拠る〉ナνカヅラ、 νタキサクの大| メジロホホヅキ、サツマノレリミノキ、 ミヤコジマヅヅ
草木あり。竹野浦にはピロクが努体あり以前には多か| ラフヂ、ナキνマボタンヅルは散在するも分布上の段
りしと云う。附近の島艇黒島にはピロワ31本を数へ、 | 陪を表す大切な縞物にして、セクベγノキは対局、薩
オホパグミ、グワクワツガユ、ツヅラフヂ、ハカマカ 1 J李に次いで多し。モクタチパナは校を落す生態あり
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る。ツノレソパ、ヒメノポタy 、ハヒキピ、コナナキど
の如きはいづれも、ここに分布の限界を見るもので注
意すべきである。
羊歯類につきては帝江にジロヤマゼシマイあり、簡
山にツルホラゴクあり、青山にホッパノハデジヤクジ
ダあり。タマνダは佐賀関に止まり、タチデシダは中
野の地獄谷、石灰洞にありホクライジダは南部各地に
多きもホヲライクジャクは小学にのみ産する、ナ y カ
クラγの入洋にあるは珍らし。
以よは概論にとどめたるも豊予海峡には緩地性植物
多く今之をー表に記さんEコの中に樋物名をスれたる

トツパハギ、ハマナツメ、ナ y パシキブν、ヤツデ、
アヲキ、イヅセ:Y 9ヤク、 |νマイヅセジリヤク| 、マY
Pヤ夕、 ツルカクジ、 1::1 7 7芝互至|、 オホムラサキ
ジキプ、| メジロホホヅキ| 、| チツマル P ミノキ|、 アP
ドホν、ジユズネノキ類、クチナV 、ダY デク
議本性木本
オホイタピ、ヲセオホイタピ、ヒメイタピ、イタピ
カヅラ、クワクワツガユ、 lナキジマポタシヅル| 、ムペ.
「ミマヲi/マツヅラプヂ|、 ツヅラブヂ、ハスノハカヅ
ラ、ナネカヅラ、テ 3ハノイパラ、ホクロクイチゴ、
ハカマカヅラ、ナツフョヘクドカヅラ、ナνカヅラ、

さて今露地性植物を通観すれど海峡の両側九千Hと四| 丹、ナカキカヅラ、テイカカヅラ、チヨクジカヅ
国とでは英成立の時期もちがへば、鋤にも多少のち| ラ、| トキハカモメヅル| 、 γタキサヲ、 キジヨラ y 、
がひがあるべきであり、また艶損の程度もちがふので| ノアナガホ、カギカヅラ、 νラタマカヅラ、へクソカ
四国のそれは種類及び発育に於て九州に及ばぬのであ| ヅラ、ハマニ Y ド夕、キダチニ Y ドク
る。両者をしらべて比較考察をなすべきなり。大分県 1:草 木
としてはさきに出納蹴氏の寵査をつとめるあり、富 1 1亙互豆| 、医豆| 、マルパア付、 'V 7 o¥'-';l
久福太郎氏、清原義太郎氏、小野学氏の人々之をつと
め清原氏殆んど之を完成す。愛媛県にては山本一氏、
諸方松裁氏、山下幸平氏、今泉虎雄氏等の人々之を踏
査するも上使の地なお充分なりという能はざをが如
し。
大分県南部! こ於11る暖地性植物表
巨至| 、イヌマキ、ヤマモモ、 イチヰガV 、 クパメ
ガν、| 三五三玉| 、スダジヒ、ムクノキ、アキニ凡
アコ夕、イヌピノ¥ ホソパイヌピノ¥ ヤマモガ V 、
区O ;j{ o 亙| 、ヤマグノレマ、 ヲガタマノキ、 クスノ
キ、タプノキ、カゴノキ、ヤプニッケイ、ハマピノ¥
ノ'9パ P ノキ、イヌガV 、νロダモ、 トペラ、パクチ
ノキ、ピハ、カナメモナ、 9 :Yポク、ネムノキ. タチ
パナ、カラスチシセ夕、 νマクロギ、セシダ Y 、ヒメ

ネノポタν、タイドゴメ、ハマナタマメ〈蔓〉、ジパハ
ギ、トキハヤプハギ、イハダイグキ、 11:: ; 1 亙豆豆|、
ボタシボタフク、 Jレリハコベ、イヨカヅラ、グシパイ
ヒノレガホ( 藁絶波〉キシギシナスビ、キダテイナモ
P、オホカラスク 9 ( 葺〉ツクジメナモミ、ハマヨモ
ギ、クマノギク、クスベニニガナ、ノヂギク、アゼタ

1:: ; f 王| 、巨亙豆| 、ピロクドキピ、セイ
コノヨν、0 0 0クモドキ、トキハススキ、ヒメアア
ラススキ、ヒグスグ、キノクニスグ、サツマスグ、ジ
ホカゼテンツキ、ヒトモトススキ、ムチνアプミ、キ
キヤヲラシ、ノジラシ、クナスギカヅラ C翼〉ハマユ
ク、ニガカν夕、ハナメクガ、タイナギナ夕、コクラ
γ、ナギラシ、ナゴラシ、フクラシ、ミヤマムギラ y
、カ'vノキラ γ、セキコク、ポクラ y

ユヅ Pノ、、カy コノキ、 νラキ、アカメメfνノ¥ ( ア| 羊 歯
プラ判 ) ( 栽場か〉ペノキ、クロガネモテ、モチ| マツパ灯、ナシカクラ :Y， ' ; l ルホラゴケ、阪百平

ピハホルトノキ、コパγモチ、アヲギ 3、ヤプツパキ
医互:Y:7 '7 1、モクコク、サカキ、 ヒナ料、ハマヒ
ナカキ、イイギ 3、クスドイグ、カクレミノ、アセポ、
|王:77'7至| 、タイミシタチパナ、 トキハガキ、 p  

ダ、ホクライνダ、ホクライクジャク、ヒメクラジ
口、エピガラジダ、イνカグマナガパノイタチνダ、
アヲガネジダ、ホソパカナワラビ、オホイハヒトデ、
ννyラシ、ミヅワラビ

- 1 5 6 -



パリノキ、クスノキ、 9:/ボ夕、ネムノキ、カラス- J T
y セク、セシダシ( 自生状をなす〉アカメガνハ、ア
プラギム ( 両子山英他に自生状をなすという〉ヒメ
ユヅリハ、 V ラキ、ハゼノキ、タロガネモチ、モチ
ノキ、ナナミノキ、 νヒモテ宇佐郡明治村三島社の社
護にありヤマピハ、サカキ、ヒサカキ、ヤプツバキ、
ホルトノキ、コパシモテ、イイギリ、クスドイグ、カ
グレミノ、ヤツデ、 νヤジヤ Y ポ、ネヂキ、ネズミモ
チ、クロキ、クロパイ、ノ、マクサギ、セ :/9ヤ夕、イ
ハガネ、キミヅ、オホパヤドリキ、ブユ- J T : / セ夕、ツ
ル品ノキミ、カシゴノキ、コパシノキ、ハマボク、イヅ
セ :/9 ャク、ルリミノキ、グテナV 、アリドホV 類、
ヒメイタピ、イタピカヅラ、クワタワツガユ〈やや広
く分布するも大菱茎次第に失はる〉オホパタマノスズ
クナ、コパノボタ Y ヅル、ハスノハカヅラ、 ツヅラ
フヂ、ナネカヅラ、ワドカヅラ、マルパグミ、キヅ
夕、キジヨラ: / ( 南北海海岸及f山花山多し〉ホクライ
カヅラ、チカキカヅラ、テイカカヅラ、カギカヅラ、
ハマニシドク、キダチニ y ド夕、 νマキツネノポタ
Y 、オニパス、ヒメノポタ y 、ボタ y ポタフ夕、タマ
ツヅラ、ハダカホホヅキ、ヲギノツメ、オホカラスク
リ、ネコノジ夕、ヌマダイコ y 、ヅハプキ、ノヂギク
〈広く分布す〉ヒトモトススキ、クロタマガヤツ日、
ムギガラカヤツム 〈珍大貞池〉カガi/ラ〈大貞池〉
ヲノへテ y ツキ、 "7)1/パヅユクナ、キシパイザナ、コ
キシバイずす、ムチνアプミ、ムラサキムチνアプ
ミ、ポクラ γ
羊歯類ではホクピνダ、ナガパノイタチνダ、 νラ
ガνダ、カクヂキνダ O[(f1主屋積雪〉オホヒメワラビモ
ドキ、オホカグマ、モエi/ " 7  i/ ;ダ、テツポνダ、ミヅ
スギ
別府にモェνマνダ、テツボνダ〈大劇L奥部にも

之を見る〉オリヅノレνダあり叉兎落の硫気孔附近にミ
ヅスキあり此等の発生と成長とは温泉地帯なるが放に

温線を見合せてかくこと〉
大分より別府までの傾斜地と園東半島さては宇佐下

毛の沿海地帯とに生存する白金箱物の種類と栽摘する
縞物発育の状態とを対照すれば兵問にはブ慌の温度の
影響による大した変化はない様である。
今はまづ英中から暖地性縞物として注意すべきもの
を挙ぐれば宇佐の八幡宮討議及園東桜八幡宮の社叢に
ナギあり、宇佐の社議及大貞公園にミミズパイあり、
高崎山麓及大貞会闘にはヤマモカνあり、パクチノキ
は枠原、別府. 宇佐の桓: 設を始め速見郡や国東半島の
各地にあり隣某の福岡県筑上郡山田村の大宮神社の社
援にも及ぶ、ことはヲガタマノキの稚樹多きを以て知
らる、サシゴジユ、モクヨクまた各地に散在し後者は
国東半島に特に多し。
イスノキは広〈散在するも枠原八幡社に存するもの

ブミにして旦多し、ネコノテテもやや広く分布する。な
お特に注意をひくべきものに国東半島の伊美村にはタ
ナパナ、奈狩泊対にはハマナツメ桜八幡の社議等にハ
クナ y ボク、姫島英f也に散在する V ヤリ y パイ、園東
半島地方を分布の限界とするホクログイチゴありツノレ
ソパ、ルリハゴベあり叉日出にヒメノポタ y あり、オ
ホイタピヤやフクトクカヅラは広〈散在す、之を殺植
品と対照すれば目出松屋寺の大蘇鉄、守泊寸のナツメ
ヤν、枠原八幡及宇佐神宮のクスノキ〈自生も散在す〉
及イスノキ、各地裁樋のダイナシデク、 νユロデ夕、

柳、ツJレムラサキ、サボテシ類、甘薦、 H羽誌等の栽! 寵
品の宛育はよく此地方の気候を語るものというべきで
ある。
自生する陵地性縞物には宕の外に左記の種類等あ
り、イヌマキ、ヤマモモ、イテヰガν 〈海弾をE区る遠
きに及ぶ〉スダジヒ、イヌピワ、ホソパイタピハ、ヤ
マグJレマ C山地に限りに生ず鶴嵐山に多し〉 νキミ、
タプノキ、ヤブユツケイ、カゴノキ、イヌ7iν、パリ

〈赤穂支部へ3
佐用郡三日月村三日月
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姫路市白浜町市立灘中変更なし
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